
自
然
を
観
察
し
た
人
た
ち

市岡智寛が集めて整理 した石の標本 播州 (兵庫県)や 野州(栃木県)な ど、信濃国以

外 の 石 も 多 数 含 ま れ て い る  (飯 田市  北 原 斌 夫蔵 )

驀
石
の
観
察
を
し
た
人
た
ち

み
な
さ
ん
は
押
し
花
を
つ
く
っ
た
り
、
珍
Ｌ
い
石
に
心
ひ
か

れ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
も
植
物

や
石
の
観
察

。
株
集
に
取
り
組
ん
だ
人
が
い
ま
し
た
。

日
本
中
の
石
を
観
察
Ｌ
た
人
に
近
江
国

（滋
賀
県
）
の
木
内

石
亭
が
い
ま
す
。
彼
の
著
書

『雲
根
恙
」
に
は

「
松
毬
化
石
」

「星
糞
石
」
「木
葉
石
」
メ
ロ
ノ
化
石
」
な
ど
信
濃
国
の
珍
Ｌ
い

石
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま
す
。
科
学
的
な
研
究
は
明
治
時
代
以

後
で
す
が
、
自
然
界
の
産
物
に
興
味
を
も
っ
て
研
究
す
る
人
び

と
が
現
わ
れ
た
の
が
江
戸
時
代
で
し
た
。
旗
本
の
家
来
で
飯
田

に
住
ん
だ
市
岡
智
寛
も
石
に
関
心
が
あ
り
、
鉱
物
や
員
の
標
本

を
残
し
て
い
ま
す
。
美
し
く
整
理
さ
れ
産
地
と
名
前
が
記
録
さ

れ
て
い
る
よ
う
す
は
現
在
の
標
本
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

肇
植
物
採
集
の
メ
ッ
カ
だ

っ
た
信
濃

当
時
病
気
を
治
す
の
に
は
薬
草
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
野
生
の
植
物
を
観
察
す
る
本
草
学
と
い
う
学
問
が
発
逹
Ｌ
ま

し
た
。
本
草
学
は
植
物
だ
け
で
な
く
、
動
物
や
鉱
物
な
ど
自
然

の
産
物
全
般
を
研
究
の
対
象
に
し
て
い
ま
Ｌ
た
。
信
米
国
は
出

国
で
珍
し
い
動
植
物
や
鉱
物
が
多
く
、
江
戸
中
期
か
ら
本
草
学

針
負
　
ミ

亀

だ

夫 |
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三村森軒の著 した「木曽産物J 木曽の動植物か絵入 りで紹介さ

れている 1名 古
『

市1専 物館蔵 |

`

ヽ

‘
，
ヽ
お

　
■

・

蝠|

潔 ,ヽヽ

一筆

動

ま

ｒ・一・碑
r
苺

||

三村森軒か木曽の草木 をイロハ順に分類 してまとめた「信州木 曽山草木以呂波寄 JI名 古辱市東山植物園蔵 |

者
が
盛
ん
に
訪
れ
る
場
所
で
し
た
。
尾
張
国

（愛
知
県
）
の
本

草
学
者
二
村
森
軒
は

一
セ
四
〇
年

（元
文
五
）
に
木
曽
や
伊
那

を
訪
れ
、
「
木
曽
産
物
」
な
ど
を
残
し
ま
し
た
。
同
じ
尾
張
の

水
谷
豊
文
も

一
八

一
〇
年

（文
化
セ
）
木
曽
を
訪
ね
　
木
曽
抹

薬
記
‐‐
を
著
し
ま
し
た
。
彼
は
仲
嶽
出
に
登

っ
て
コ
マ
ク
サ
な

ど
の
高
出
植
物
も
採

っ
て
い
ま
す
。

コ
マ
ク
サ
は
麻
酔
の
は
た

ら
き
を
す
る
の
で
胃
腸
薬
の
原
料
と
し
て
株
集
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
水
谷
の
弟
子
の
伊
藤
圭
介
は
、
木
曽

の
他
に
戸
隠

（
戸
隠

村
）

へ
も
薬
草
を
求
め
イ、
来
訪
し
て
い
ま
す
。
彼
は
そ
の
成
果

を

『
日
本
産
物
恙
信
濃
部
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

信
濃
国
で
も
市
岡
智
寛
が
植
物
の
観
察
や
研
究
を
お
こ
な
い

日
本
で
最
物
の
キ
ノ
コ
の
図
鑑
と
い
え
る

一信
陽
菌
譜
「
な
ど

を
著
し
て
い
ま
す
。
市
岡
と
同
じ
飯
田
出
身

の
田
中
芳
男
も
本

草
学

に
詳
Ｌ
く
、
一林
府

の
役
人
と
し
て

一
八
六
七
年

（慶
應

二
）
の
パ
リ
万
博
に
昆
虫
標
本
を
作
成
し
て
出
品
し
ま
し
た
。

田
中
は
明
治
政
府
の
高
官
と
し
て
も
活
躍
し
、
上
野
動
物
園
や

東
京
国
立
博
物
館

。
東
京
大
学
晨
学
部
な
ど
の
設
立
に
関
係
し

ま
し
た
。

今
で
も
木
曽
や
伊
那
で
は
薬
革
を
使
っ
た
薬
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
信
濃
の
自
然
を
観
察
」
生
活
に
役
立
て
よ
う
と
し
た

人
び
と
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。　
　
　
鳥
一支
ｌ

薬の原料 として採集 されたコマクサ

雛
徹
斃

一゙̈
ｒ̈憔

鳴

ｎ
Ｊ



絵
を
描
く
庶
民
た
ち

松代藩士恩田民正の長女ゆ り(恩田緑陰)が描いた「松代

十二箇月絵巻」の うち雛祭 りと祗園祭の部分。

(真 田宝物館蔵) 佐竹蓬平が 1783年 (天明 3)に 描いた柘溜小禽図

(飯 田市美術博物館蔵)

◆
画
執
心
に
つ
き

村
絵
図
を
作
っ
た
り
、
測
量
図
を
描
い
た
り
す
る
た
め
に
、

村
に
は
絵
師
が
必
要
で
し
た
。
豪
晨
や
豪
商
た
ち
は
、
自
分
の

肖
像
画
な
ど
も
こ
れ
ら
の
人
に
頼
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
文
化

。
文
政
期

（
一
八
〇
四
～
二
〇
年
）
ご
ろ
か
ら
、

よ
　
ぎ

庶
民
の
中
か
ら
も
余
技
に
絵
を
描
き
や
が
て
専
業
画
家
に
な
る

人
び
と
も
多
く
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

幕
府
領
の
佐
久
郡
中
桜
丼
村

（佐
久
市
）
の
晨
民
叔

助
は
、

一
八
五
八
年

（安
政
五
）、
「
私
は
画
執

ぬ
に
つ
き

（画
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
）
京
都
の
嵯
峨
御
所
へ
絵
画
修
業
に

出
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
願
い
を
出
し
て
い
ま
す
。

◆
佐
竹
蓬
平
と
鈴
木
芙
蓉

晨
民
出
身
画
家
の
な
か
で
、
早
く
か
ら
活
躍
し
た
の
が
、
伊

那
郡
大
瀬
木
村

（飯
田
市
）
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
た
佐
竹
蓬

平
で
し
た
。
江
戸
に
出
て
絵
を
学
ん
だ
後
、
絵
を
描
き
な
が
ら

京
都
や
え
州
な
ど
各
地
を
ま
わ
り
ま
し
た
。　
一
七
八
五
年

（天

明
二
）
に
郷
里
に
帰
っ
て
画
作
に
つ
と
め
、
出
水
画
や
人
物
画

に
優
れ
た
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

大
瀬
木
村
の
隣
村
の
伊
那
郡
北
方
村

（飯
田
市
）
か
ら
は
、

ｎ
Ｕ

７
′
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信
濃
の
国
は
十
州
に

―
郷
土
研
究
の
は
じ
ま
り
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元禄国絵図の もとになった正保国絵図 (647年・正保 4)の うち中南信の領分図

|1京 [」 は_L:日 岸jI,1専 1勿 負官驚貴)

・
信
濃
と
元
禄
国
絵
図

「
信
渫
の
国
」
の
歌
詞
に
あ
る
十

州
と
は
、

県
▼

越
後

（新
潟
県
Ｔ

上
野

（群
馬
県
Ｙ

か

　

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

， ‐
る

が

県
￥

甲
斐

（
出
梨
県
￥

駿
河

（静
岡
県
）

県
Ｙ

二
一河

（愛

知
県
Ｙ

美
濃

（崚
阜
県
）

県
）
で
し
た
ね
。

信
濃
が

一
つ
の
国
に
ま
と
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
十
の
川

（国
）

と
境
を
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
セ
世
紀
後
半
に
諸
大

名
の
移
動
が

一
段
落
し
て
そ
の
所
額
が
固
ま
り
、
国
境
と
額
分

境
と
が

一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
な
の
で
す
。

一
六
た
七
年

（元
禄

一
〇
）
に
幕
府
は
全
国
の
国
ご
と
に
絵

図

（絵
地
図
）
の
作
成
を
命
し
ま
Ｌ
た
。
信
濃
で
は
松
本
藩
や

上
田
藩
な
ど
が
そ
の
作
成
を
担
当
し
、
各
領
内
の
村
む
ら
や
交

通
路
、
国
境
を
記
録
し
て
、
五
年
後
に
幕
府

へ
提
出
し
ま
し
た
。

・

『信
府
統
記
』
と

『四
隣
諄
薮
』

元
禄
国
絵
図
作
成
に
普
労
し
た
松
本
藩
で
は
、

一
セ
二
四
年

（卒
保
た
）
に
、
領
内
だ
け
で
な
く
信
渫
各
領
の
地
理
や
歴
史

を
も
記
録
し
た
信
濃

一
国
の
郷
上
史
書

一信
府
統
記
」
ニ
ニ
巻

を
完
成
」
ま
し
た
。

（宮
出

（埼
玉

（静
岡

（崚
阜



『信濃地名考』 にみ える信濃一 国図

(長野県立歴史館蔵)

『蕗原拾葉』(高遠町立歴史博物館蔵)

信濃国の全村が書き上げられた『正保郷村帳』 (上 田市立博物館蔵)

信濃一国の歴史 をまとめた『信府統記』

(長野県立歴史館蔵)

学
問
が
普
及
し
、
経
済
が
発
展
し
て
、
各
地
へ
の
旅
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
有
力
農
民
や
商
人
の
な
か
か
ら
、
身
近
な
郷
土

の
歴
史
や
地
誌
へ
の
関
ミ
を
高
め
る
者
も
で
て
き
ま
し
た
。

佐
久
郡
岩
村
田
村

（佐
久
市
）
の
寺
子
屋
師
匠
吉
沢
好
謙
は
、

岩
村
田
を
中
心
に
周
囲
の
城

郭
や
社
寺
の
歴
史
を
ま
と
め
た

『
四
隣
諄
蓑
』
（
一
七
二
五
年

・
享
保
二
〇
）
や
信
濃

一
国
の
歴

史
書

『信
陽
雑
誌
』
貧

七
四
四
年

。
延
享
元
）、
信
濃
全
域
の

地
名
の
由
来
を
記
し
た

『信
濃
地
る
考
』
貧

セ
七
三
年

。
安

水
二
）
な
ど
を
著
し
ま
し
た
。

好
謙
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
佐
久
郡
野
沢
村

（佐
久
市
）
の
瀬
下

敬
恙
も

『十
由
之
真
砂
』
貧

セ
五
三
年

・
宝
暦
二
）
と
い
う

国
郡

。
名
所
地
名

。
諸
城
の
沿
単
な
ど
を
記ヽ
し
た
信
濃

一
国
の

歴
史
書
を
著
し
ま
し
た
。

響
郷
土
史

へ
の
関
心
の
高
ま
り

一
七
四
一
年

↑
几
文
六
）
に
、
伊
那
郡
片
桐
町

（松
川
町
）
の

寺
子
屋
師
匠
宮
崎
言
周
が
、
伊
那
郡
村
む
ら
の
由
来
な
ど
を
記

録
し
た

『
伊
奈
郡
郷
村
鑑
』
と
い
う
歴
史
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

高
速
藩
の
儒
者
中
村
元
恒
と
そ
の
子
元
起
に
よ
っ
て
幕
末
期

に
編
ま
れ
た
郷
土
資
料
集

『蕗
原

拾

茉
』
は
、
工
編
五
五
四

冊
、　
一
五
〇
巻
、
続
編

一
一
七
冊
ニ
二
八
巻
と
い
う
大
部
な
も

の
と
か贅
り
十■
し
み
ノ、。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（青
木
歳
幸
）

０
０
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出
版
文
化
の
ひ
ろ
が
り

いう屋号で書物や錦絵販売のほか、貸本 も

していた (「諸国道中商人鑑」 長野県立歴史館蔵)

松本の書店高見屋の店先。慶林堂は、高見甚左衛門の

狂歌名でもあった。 (佛郷土出版社『十返舎一九 信濃紀行集」

より。原本は上越市 高橋孫左衛門蔵)

ミン雑「

f亀   辟1'爾

上田海野町の本屋上野屋二郎助。酷古堂と

戸
な
ど
大
都
市
に
は
、
早
く
か
ら
出
版
業
者
が
お
り
、
浮
せ
草

紙

（小
説
）
と
か
仏
教
書

・
俳
書

・
旅
行
案
内

・
地
図
な
ど
を

印
刷
し
て
い
ま
し
た
。

俳
諧
が
庶
民
に
も
流
行
し
て
く
る
と
、　
一
枚
利
り
か
ら
は
じ

さ

つ

し

ま
っ
て
、
冊
子
を
印
刷
す
る
業
者
も
信
濃
の
町
に
あ
ら
わ
れ
始

め
ま
し
た
。

◇
信
濃
の
本
屋
さ
ん

明
和
期

（
一
セ
六
四
～
七
二
年
）
の
松
本
町

（松
本
市
）
の

白
木
屋
与
兵
衛
が
信
濃
で
最
初
の
出
版
業
者
で
す
。
つ
い
で
二

猪
営

（地
域
不
明
）
が
で
て
き
ま
し
た
。
寛
政
期

（
一
七
八
え

～

一
ハ
〇
一
年
）
に
は
善
光
寺
町

（長
野
市
）
に
百
菜
営
、
上

田
町

（上
田
市
）
に
坂
木
屋
市
兵
衛
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
文

政
～
天
保
期

（
一
八
一
八
～
四
四
年
）
に
な
る
と
善
光
寺
町
に

小
枡
屋
喜
太
郎

・
石
川
藤
八
、
稲
荷
出
宿

（更
埴
市
）
に
橘
葉

営
、
松
本
に
高
見
屋

・
岩
本
平
蔵
、
川
中
島

（長
野
市
）
に
松

屋
平
助
な
ど
も
出
版
を
始
め
、
幕
末
に
は
善
光
寺
門
前
に
蔦
屋

伴
五
郎
、
上
田
に
上
野
屋
二
郎
助

・
柏
屋
宗
兵
衛

・
福
屋
惣
兵

Л
臀
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萩
九
卜
で

，
よ
そ
♪
，
”
ｔ
晨
げ
ハ
ｗみ
質

ハ

ｒ
Ｔ

，

■̈
こ
▲４
／
を
３
モ
多
イ
～
承
々
て

つ
―
ス
中
１
０
炊
１
～
水
由
質
ザ
て
み
２
災
ス
ハ

ー

ー

ヤ

然

４

，拗

倒

境

印
ｆ
ゾ
炎

綴
だ

援

軽

減

ダ

筆

氏
Υ
ゃ
ヽ
く
ｆ
十
ァ
え
落
４
■
う
玖
γ
じ
グ
ル
Ｑ
ｒ
ａ
メ

務
か
粍
料
鍬
秘
な
暫
師
郷
η
い
わ
考
嗣
鍾

，
済
入
くハ
マ

夕́
ゝ
で
あ
の
１
い
芳

１
う
１
７
ッ
■
ヽ

チ

求

γ

η

ふ
？
ｆ

Ｔ

學

Ｒ
，

ハ

鸞

不

↑
ク

て

″
峰
ハ
ユ
多
去
静
Ｆ
す
ま
ら
■
λ
ｌ
ι
スが
晃
ス
ハ一
、お
と
ス
‘

で
士
望
ん
―
′
墜
―
～
う
悧
Ｔ
索
必
ア
角

”
ュ
乞
本
十
撃
人
な
ス

輻
朧
魏
鶴
質

磁

簸

乙

「古文孝経Jと いう本の巻末に

「善光寺横町書肇松本国平」の

名がみえる。(長野県立歴史館蔵)

追分宿丸屋与六発行の善光寺地震についての瓦版 (個人蔵)

衛
、
松
本
に
鳩
屋
与
市
、
中
野

（中
野
市
）
に
平
野
屋
恒
七
、

小
諸

（小
諸
市
）
に
小
出
石
蔵
、
追
分

宿

（軽
井
沢
町
）
に

た
屋
与
六
、
須
坂

（須
坂
市
）
に
佐
波
屋
兵
右
衛
門
、
そ
の
ほ

か
富
田
屋
儀
二
郎

・
吉
田
屋
勝
蔵

・
住
田
奥
右
衛
門

・
松
木
国

平
な
ど
が
あ
り
、
俳
書
や
道
路
案
内
図
な
ど
を
出
版
し
て
い
ま

し
た
。

◇
松
本
高
見
屋
と
追
分
丸
屋

狂
歌
や
俳
諧
を
た
し
な
ん
で
い
た
松
本
の
高
見
屋
甚
左
衛
門

の
店

へ
は
、
旅
す
る
文
化
人
も
よ
く
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
十
返

合

一
九
も

一
八
一
四
年

（文
化

一
一
）
に
は

一
か
月
も
滞
在
し
、

五
年
後
に
も
再
び
訪
れ
て
い
ま
す
。
書
店
は
地
域
の
文
化
セ
ン

タ
ー
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

追
分
宿
の
た
屋
が
発
行
し
た
善
光
寺
地
震
の
瓦

版
が
、
江

戸
を
経
由
し
て
尾
張
Ｚ
古
屋
で
も
頒
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地

方
発
の
情
報
が
都
市
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

ゆ
蔵
書
の
家

本
は
高
価
で
し
た
か
ら
、
筆
写
や
貸
本
も
よ
く
お
こ
な
わ
れ

ざ

こ
う

じ

ま
し
た
。
座
光
寺
村
（飯
田
市
）
の
北
原
家
や
恙
賀
村
（佐
久
市
）

の
中
沢
家
、
丼
上
村

（須
坂
市
）
の
堀
内
家
な
ど
の
蔵
書
は
、

飢
饉
の
時
は
救

せ
菫
曰、
祭
り
の
時
は
芝
居
の
本
な
ど
が
村
人

に
貸
し
出
さ
れ
そ
の
教
養
を
高
め
ま
し
た
。　
　
　
　
書
木
歳
主

Ｅ
Ｕ

７
′



・‐  ‐――'       '  =  ‐――=-1 -●_■
■
●`・‐`||,|`

教
育
県
の
源
流

‐
壼
希
奪
く

識固
子

T

信州根津 (東部町祢津)に あった寺子屋の図.山越 という先生に、 6歳の貞彦、 8歳の富彦、

7歳の由松が字を習っている。(京都府 文適堂蔵)

みん7い っしょ

うけんめい字を

習っているわ。

馨
＝
春
´

一
・一‐グ 闊

澤

、ヽ

二――
~k

信濃|`キ子屋

がとでも多かった

んだよ。

け
な
ま
け
る
な
イ
ロ
八
二
ホ
ヘ
ト
散
る
桜

こ
れ
は
、
小
林

一
茶
の
俳
句
で
す
。
手
習
い
が
大
切
だ
か
ら

農
閑
期
の
冬
の
間
に
イ
ロ
ハ
の
勉
強
を
し
な
さ
い
と
、　
い
ろ
り

の
灰
の
上
に
字
を
書
い
て
教
え
て
い
る
親
の
姿
が
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
で
す
ね
。
文
化

。
文
政
期

（
一
八
〇
四
～
二
〇
年
）
ご

ろ
か
ら
こ
う
し
た
教
育
熱
心
な
親
の
姿
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

庶
民
教
育
の
中
ミ
は
、
寺
子
屋

（手
習
所
）
で
し
た
。
中
世

の
寺
院
に
勉
強
に
通
う
者
を
寺
子
と
嗜
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
そ

の
教
育
の
場
を
寺
子
屋
と
よ
び
ま
し
た
。

寺
子
屋
の
数
は

一
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
増
え
、　
一
九
世
紀
前

半
に
急
増
し
ま
し
た
。
農
民
の
師
匠
も
増
え
て
、
江
戸
時
代
を

通
じ
六

一
六
二
人
も
の
師
匠
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ

か
ら
庶
民
に
も
読
み
書
き
と
計
算
の
能
力
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。

一
八
五
八
年

（安
政
五
）
ご
ろ
、
更
級
郡
森
村

（更
埴
市
）

の
中
条
唯
七
郎
が
書
い
た

『見
聞
集
録
』
に
は
、
年
李
奉
公
の

下
女
ま
で
が
熱
心
に
夜
学
を
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

薔
寺
子
屋
の
授
業
と
寺
子

一
般
に
は
六
、
セ
歳
か
ら
晨
閑
期
に
、
実
用
的
な
読
み
書
き

Ｏ
Ｕ

７
′
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壷
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り

１

韓

孵
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■
お
イ
金
ヽ
ス
い

ヽ
篠

崎
■
一癬
縛

働
　
　
♯
み
ふ
１
４

ｍ

彎

甲

ガ

海　・　
一測ごＬ礁
一

手習いや書のほか和算・謡の師匠寺島宗伴の算

子塚 (鬼 無里村)

寺子屋教具や手本がのっている師匠 と寺子の机

(辰野町 小澤和延蔵)

寺島宗伴の問人帳 (鬼無里村歴史民俗資料館蔵)

算
盤
を
習
い
ま
し
た
。
教
科
書
は

『
い
ろ
は
歌
』
や
手
紙
の
書

き
方
を
ま
と
め
た

『庭
訓
往
来
』、
村
の
名
前
を
記
し
た

『村

名
尽
』
な
ど
で
し
た
。

女
子
の
就
学
率
は
農
村
部
で
は
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
都
市

部
で
は
、
商
家
の
女
子
の
教
養
が
始
要
と
さ
れ
、
女
子
教
育
が

さ
か
ん
で
し
た
。
伊
那
郡
飯
田
町

（飯
田
市
）
の
官
下
塾
で
は
、

一
〇
四
た
人
中
二
八
〇
人

（二
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
女
子
で
し

孔だ
。

警
村
営
寺
子
屋
が
で
き
た

教
育
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
、
師
匠
が
い
な
い
村
で
は
、

村
の
費
用
で
手
習
い
師
匠
を
嗜
ぶ
例
も
出
て
き
ま
す
。　
一
八
二

二
年

（文
政
六
）
諏
訪
郡
笹
原
新
田
村

（茅
野
市
）
で
は
、
甲

斐
国

（
出
梨
県
）
巨
摩
郡
か
ら
師
匠
を
よ
ん
で
い
ま
す
。
同
じ

諏
訪
郡
の
萩
倉
新
田
村

（
下
諏
訪
町
）
で
は
、　
一
八
五

一
年

（嘉
水
四
）
に
村
の
費
用
で
師
匠
用
の
家
を
建
て
そ
こ
で
手
習

い
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
村
立
学
校
の
は
じ
ま
り

で
す
。

こ
う
し
た
教
育
熱
心
な
風
土
が
、　
一
八
セ
ニ
年

（明
治
五
）

の
学
制
発
布
以
後
、
村
立
小
学
校
の
設
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（青
木
歳
幸
）

７
′

７
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芸
道
の
ひ
ろ
が
り

◆
家
元
制
度
が
発
達
し
た

よ
く
茶
道
教
室
と
か
生
け
花
教
室
の
看
板
を
み
か

け
る
こ
と
が
ぉ
り
ま
す
ね
。
こ
■
し
た
稽
古
事
は
、

江
戸
時
代
の
後
半
の
家
元
制
度
の
発
達
と
と
も
に
全

国
各
地
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

◆
蹴
鞠
の
流
行

平
安
時
代
、
貴
族
の
遊
技
で
あ

っ
た
蹴
鞠
も
、
江

戸
時
代
に
は
飛
鳥
井

・
難
波
両
家
を
家
元
と
し
て
、

地
方
の
武
士
や
有
力
晨
民
の
間
に
流
行
し
ま
し
た
。

佐
人
郡
野
沢
村

（佐
久
市
）
の
有
力
晨
民
瀬
下
敬

恙
は
、
俳
諧
だ
け
で
な
く
蹴
鞠
も
大
好
き
で
し
た
。

宝
暦
か
ら
明
和
年
間

（
一
セ
五

一
～
セ
ニ
年
）
に
か

け
て
佐
久
地
方
に
蹴
鞠
が
大
流
行
し
、
敬
恙
は
こ
れ

ら
の
大
会
に
で
か
け
、
武
士
や
有
力
晨
民
ら
と
技
を

競

い
合

い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
松
本
に
は
信
濃

一
の
蹴
鞠
Ｚ
人
扇
屋
伊

右
衛
門
が
い
ま
し
た
。
出
川
村

（松
本
市
）
の
大
庄
屋

中
口
源
次
郎
、
小
県
郡
下
塩
尻
村

（上
田
市
）
の
沓

掛
権
右
衛
門
や
松
代
藩
主
真
田
幸
貫
ら
が
飛
鳥
丼
家

か
ら
蹴
鞠
免
許
状
を
得
て
い
ま
す
。

◆
茶
道

・
花
道
の
達
人

水
内
郡
鬼
無
里
村

（鬼
無
里
村
）
の
寺
子
屋
師
匠

寺
島
宗
伴
は
、
読
書
や
和
算
の
ほ
か
、
茶
道

・
謡
由

・

挿
花

（生
け
花
）
な
ど
も
大
人
向
け
の
教
養
と
し
て

教
え
て
い
ま
し
た
。

池

力
と
い
う
生
け
花
の
流
派
が
今
も
続

い
て
い

ま
す
。
更
級
郡
塩
崎
村

（長
野
市
）
の
宮
崎
平
右
衛

門
は

一
七
八
六
年

（天
明
六
）
に
池
方
か
ら
生
け
花

の
免
許
状
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。　
一
人

一
二
年

（文
化

一
二
）
だ
け
で
信
濃
国
で
セ
六
人
ほ
ど
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化

。
文
政
期

（
一
人
〇
四
～
ニ

〇
年
）
の
こ
ろ
に
は
、
江
戸
か
ら
工
風
遠
州
流
が
は

い
っ
て
き
ま
し
た
。
佐
人
郡
田
野
口
村

（臼
田
町
）

の
葛
峰
斎

一
海
は
、

一
人
四
九
年

（嘉
永
二
）
ま
で

に

一
一
七
人
の
門
人
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

◆
謡
曲
の
ひ
ろ
が
り

北
信
地
方
の
結
婚
式
な
ど
で

「高
砂
や
」
な
ど
と

年
輩
の
方
が
よ
く
謡

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
謡

由

と
い
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
真
田
家
な
ど
武
士
の
式

楽
で
あ
っ
た
も
の
が
、
江
戸
後
期
に
庶
民
に
も
う
た

わ
れ
、
さ
ら
に
明
治
時
代
に

一
層
ひ
ろ
が
っ
た
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
族
や
上
級
武
士
の
芸
事
が
、

式
士
ら
を
交
え
て
庶
民
の
間
に
流
行
し
た
こ
と
に
、

社
会
生
活
の
進
展
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（青
木
歳
幸
）

___ _上 J

花道 。茶道などの達人 寺島宗伴
(鬼無里村 北澤昭―蔵)

L

ム
ヽ
ヽ
４
秘
＃

，
こ
のな
■

・百
離
―
ヽ
黎

ｔ
年，ら
かや
域

，
れ
バ
ヽ
離
と

梃
ミ
た
２
命
ｏ
一
禁
一‘
ぶ
Ｒ
終
％

花道の本 (F花道早学びJ 個人蔵)
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テ
ー
マ
ー

峯
岸
太
郎

「
近
世
後
期
松
本
に
お
け
る
大
庄
屋
層
の
略
姻
に
つ
い
て

―
中
田
家
嬌
礼
祝
儀
恨
の
分
析
か
ら
―
員
『
信
濃
』
四
五
―
二
　

一
え
た
二
）

「
き
り
も
く
さ
」
翁
新
編
信
濃
史
料
叢
書
第

一
〇
巻
』

一
九
七
四
）

『十
返
合

一
九
　
信
濃
紀
行
集
』
（郷
土
出
版
社
　

一
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え
五
）

『
松
本
城
町
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―
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せ
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松
本
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司
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史
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粧
』
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学
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版
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え
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〇
）

尾
崎
行
也

「
安
永

～
寛
政
期
佐
久
郡
晨
家
の
家
具

・
晨
具
類
―

『
分
散
恨
』

考
０
１
」
（『信
濃
』

四
四
―
五
　

一
九
え
二
）

『
松
本
の
押
絵
雛
』
父
財
）
日
本
民
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資
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館

・
松
本
市
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物
館
　
一
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え

○
）

信
濃
教
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会
編

『
一
茶
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集
』
（信
濃
毎
日
新
聞
社
　

一
九
七
六
～
七
九
）

尾
崎
行
也
「孝
子
伝
考
―
信
濃
国
上
田
領
に
つ
い
て
―
員
『信
濃
』
ニ
セ
ー

一

一
　

一
九
八
五
）

高
木
侃

「
江
戸
の
親
子
契
約
　
老
親
扶
奏
を
め
ぐ
っ
て
」
翁
月
刊
百
科
』
四

〇
六
テ

　
一
九
九
六
）

テ
ー

マ
２

古
川
貞
雄

『
村
の
遊
び
日
』

（平
几
社
　

一
え
八
九
）

『長
野
県
史
通
史
編
第
六
巻
近
せ
二
』

（長
野
県
史
刊
行
会

　

一
九
八
九
）

浅
川
清
栄
責
任
編
集

『図
説
高
島
城
と
諏
訪
の
城
』

（郷
土
出
版
私
　

一
え

た
五
）

今
丼
広
亀

『諏
訪
高
島
城
』
（諏
訪
市
教
育
委
員
会
　

一
九
七
〇
）

渡
辺
尚
恙

『
江
戸
時
代
の
村
人
た
ち
』
（
出
川
出
版
社
　
一
九
九
七
）

近
藤
晴

一
「
文
政
～
弘
化
期
の
Ｚ
古
屋
の
災
害
情
報
―
善
光
寺
地
震
を
中
磁

と
し
て
」
電
信
濃
』

四
え
―
二
　

一
え
九
七
）

『
上
高
井
誌
歴
史
編
』
（上
高
丼
教
育
会
　

一
九
六
二
）

『須
坂
市
史
』
（須
坂
市
史
編
纂
委
員
会
　
一
え
ハ
一
）

テ
ー
マ
３

『信
川
の
街
道
』
（郷
土
出
版
社
　
一
え
九

一
）

『歴
史
の
道
調
査
報
告
書
ＸＸＩＶ
Ｉ
官
倉
道
‐
』
（長
野
県
教
育
委
員
会
　

一
九
ハ

八
）

『歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ｖ
Ｉ
大
笹
道
―
』
（長
野
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八

〇
）

深
丼
甚
二

『
江
戸
の
旅
人
た
ち
』
Ｔ
口
川
弘
文
館
　
一
九
九
七
）

信
濃
毎
日
新
聞
社
戸
隠
総
合
調
査
実
行
委
員
会
編
『
戸
隠
―
総
合
学
術
調
査

報
告
』
（信
濃
毎
日
新
聞
社
　

一
え
セ

一
）

穂
苅
二
寿
雄

・
穂
苅
貞
雄

『槍
ヶ
岳
開
出
播
隆
』
（増
訂
版
　
大
修
館
書
店

一
九
え
セ
）

『信
州
の
紙
幣
』
父
財
）
八
十
二
文
化
財
団
　
一
九
た
五
）

伊
坪
逹
郎

「
飯
田
藩
の
藩
札
発
行
」
電
信
濃
』
四
二
―
え
　

一
え
た

一
）

『諸
国
道
中
商
人
鑑
』
（郷
土
出
版
社
　
一
九
八
九
）

生
駒
勘
七

・
神
村
を

。
小
松
芳
郎

『図
説

。
木
曽
の
歴
史
』
（郷
土
出
版
社

一
九
八
こ

『南
木
曽
の
歴
史
　
歴
史
資
料
館
晨
示
図
録
』
（南
木
曽
町
博
物
館
　
一
九
え

ユハ
）テ

ー
マ
４

小
林
計

一
部

『
小
林

一
茶
』
Ｔ
口
川
弘
文
館
　
一
九
六

一
）

斎
藤
恙

『木
内
ろ
亭
』
Ｔ
口
川
弘
文
館
　
一
九
六
二
）

朝
倉
治
彦

。
大
和
博
幸
編

『近
せ
地
方
出
版
の
研
究
』
（東
京
営
出
版
　

一

九
九
二
）

ロ
ロ

７
′



協
力
者

の
み
な
さ
ん

２
喜
順
、
緊
Ｅ

合
葉
由
紀

青
木
源

飯
田
市
美
術
博
物
館

伊
藤
益
部

上
田
市
立
博
物
館

大
森
久
芳

尾
崎
行
也

小
澤
和
延

小
野
澤
貞
晴

小
原
稔

観
音
寺

木
内
寛

北
澤
昭

一

北
原
斌
夫

鬼
無
里
村
歴
史
民
俗
資
料
館

木
下
守

（株
）
郷
土
出
版
社

国
立
公
文
書
館

小
林
改

一
部

小
諸
市
徴
古
館

坂
丼
銘
醸
株
式
会
社

坂
本
康
之

真
田
宝
物
館

菫
田
祐

一

清
水
憲

之
助

須
坂
市
立
博
物
館

高
速
町
立
歴
史
博
物
館

高
橋
孫
左
衛
門

武
石
村
と
も
し
び
博
物
館

竹
内
靖
長

竹
前
勝
市

田
中
本
家
博
物
館

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

中
沢

一
朗

長
野
県
信
濃
美
術
館

長
野
県

総
務
部
情
報
統
計
課

名
古
屋
市
博
物
館

Ｚ
古
屋
市
東

出
植
物
園

（財
）
日
本
民
俗
資
料
館

根
羽
村
教
育
委
員
会

（財
）
八
十

二
文
化
財
団

藤
牧
弥
之
助

古
川
貞
雄

文
適
営

牧
野

一
部

松
尾
佑
ニ

松
本
市
教
育
委
員
会

吉
澤
健
生

あ
と
が
き

長
野
県
立
歴
史
館
で
は
、
毎
年

一
冊
ず

つ
、
テ
ー
マ
を
き
め
て
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

四
冊
目
の
こ
の
本
は
、
近
せ

（江
戸
時
代
）
の
信
濃
の
歴

史
に
つ
い
て
、
小
学
生
や
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
興
味
を
も

っ
て
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
企
画

・
編
集
し
た
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
信
濃
の
人
び
と
も
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
求
め
て
生
き
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
が
現
代
の
生
活
と
結
び
つ
け
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
本
書
は
執
筆

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
を
参
考
に
し
て
、
も

っ
と
深
く
歴
史
を
勉
強
し
て
み
た
い
と
い
う
み
な

さ
ん
は
、
ぜ
ひ
歴
史
館
に
来
て
く
だ
さ
い
。
歴
史
館
で
は
本
書
に
載

っ
て
い
る
資

料
の
展
示
や
閲
覧
公
開
も
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
職
員
が
み
な
さ
ん
の
質
問
に
も

お
答
え
し
ま
す
。

本
書
の
た
め
に
、
貴
重
な
写
真
や
資
料
な
ど
を
こ
こ
ろ
よ
く
ご
提
供
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
方
が
た
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
九
九
八
年
二
月

長
野
県
立
歴
史
館

長
野
県
立
歴
史
館

信
濃
の
風
土
と
歴
史
④

近
世
の
信
濃

一
九
九
八

（平
成

一
〇
）
年
二
月
二

一
曰
発
行

編
集
。発
行
　
長
野
県
立
歴
史
館

〒
二
八
ヤ
ー
○
○
○
セ
　
長
野
県
史
埴
市
屋
代
清
水
二
六
〇
―
共

科
野
の
里
歴
史
公
園
内

電
　
話
　
　
　
　
　
　
　
○
二
六
―
三

七
四
―
土

ｏ
Ｏ
ｏ
（代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
二
六
―
土

セ
四
―
二
え
た
六

印
　
　
刷
　
信
苺
書
籍
印
刷
株
式
会
社

li黒 』 舎 11員 奨

文 文 弘 詠 貞 健 和 歳
執

雄 彦 毅 章 親 吉 英 幸 筆

ｎ
ｕ

０
０



がしやしろ僣

図屋代中  共
更埴市 乙

利
用
案
内

（開
館
時
間
）

午
前
え
時
～
午
後
五
時

（入
館
は
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
）

（休
館
日
）

月
曜
日

（祝
日

・
振
替
休
日
に
あ
た
る
と
き
は
人
曜
日
）

祝
日
の
翌
日

（
日
曜
日
に
あ
た
る
と
き
は
開
館
）

十
二
月
二
八
日
～

一
月
一一百

（常
設
展
観
覧
料
）

一
般
　
　
　
　
高
校

。
大
学
生
　
　
小

。
中
学
生

個
人
　
一二
〇
〇
円
／

　

一
五
〇
円
／
　
　
　
セ
○
円

団
体
　
・一〇
〇
円
／

　

一
〇
〇
円
／
　
　
　
五
〇
円

（団
体
二
Ｏ
Ｚ
以
上
）

学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
県
内
の
小

・
中

。
高
校

生
お
よ
び
障
害
者
手
張
を
お
持
ち
の
方
と
介
護
者
の
方
は
減

免
に
な
り
ま
す
。

（交
通
案
内
）

長
野
行
新
幹
線
上
田
駅
で
未
り
換
え
、
し
な
の
鉄
道
屋
代
駅

か
ら
徒
歩
二
五
分

長
野
電
鉄
河
東
線
東
屋
代
駅
か
ら
徒
歩
二
〇
分

長
野
自
動
車
道

・
上
信
越
自
動
車
道
史
埴
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
五
分

高
速
道
路
バ
ス
停

「
止
信
越
道
　
屋
代
」
か
ら
徒
歩
三
分



森将軍塚古墳と長野県立歴史館


